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評価の視点 評価指標

促進地区の候補地

①市役所
（本庁舎・駅南庁舎）・
鳥取駅周辺地区

②気高支所・
浜村駅周辺地区

③鹿野支所周辺地
区

④青谷支所・
青谷駅周辺地区

⑤福部支所・
福部駅周辺地区

⑥国府支所
周辺地区

⑦河原支所
周辺地区

Ⅰ.人口の
集積度が高い

●DID区域内また
は人口密度40人/
㏊以上であるか

DID区域内
38.4人/㏊

DID区域外
15.7人/㏊

DID区域外
10.5人/㏊

DID区域外
11.6人/㏊

DID区域外
3.7人/㏊

DID区域内
38.1人/㏊

DID区域外
7.2人/㏊

Ⅱ.公共交通
の利便性が
高い

●1日平均乗降客
数が 3,000人以上
の鉄道駅があるか

あり
(10,370人/日)

なし
(928人/日)

なし
(鉄道駅なし)

なし
(976人/日)

なし
(150人/日)

なし
(鉄道駅なし)

なし
(鉄道駅なし)

●ピーク時運行本
数が片道 3本/h以
上のバス停があるか

あり
(12箇所) あり

(1箇所)
あり
(4箇所)

あり
(5箇所) なし

あり
(3箇所)

あり
(3箇所)

Ⅲ.都市機能
の集積度が
高い

●3種類以上の都
市機能があるか

あり
(9機能/9機能中)

あり
(6機能/9機能中)

あり
(8機能/9機能中)

あり
(8機能/9機能中)

あり
(5機能/9機能中)

あり
(7機能/9機能中)

あり
(8機能/9機能中)

• 移動等円滑化促進地区に位置づけた14地区のうち、優先的にバリアフリーを推進する地区を選定するため、
「人口の集積度」、「公共交通の利便性」、「都市機能の集積度」の3つの評価視点に基づき比較を行った。

• 「鳥取駅・城跡周辺地区」は、３つの視点を満たしていること、また交通バリアフリー基本構想（平成14年
策定）に基づきバリアフリー化を進めており、バリアフリー新法に基づいた更新が望まれることから抽出する。

3．バリアフリー基本構想の策定地区の選定

移動等円滑化促進地区の比較（①～⑦） :バリアフリー基本構想策定地区の選定案

資料：第2回鳥取市移動円滑化協議会（令和4年2月）



評価の視点 評価指標

促進地区の候補地

⑧用瀬支所・
用瀬駅周辺地区

⑨佐治支所
周辺地区

⑩鳥取大学前駅
周辺地区

⑪末恒駅
周辺地区

⑫宝木駅
周辺地区

⑬津ノ井駅
周辺地区

⑭若葉台
周辺地区

Ⅰ.人口の
集積度が高い

●DID区域内または
人口密度40人/㏊
以上であるか

DID区域外
7.8人/㏊

DID区域外
0.7人/㏊

DID区域内
53.1人/㏊

DID区域外
28.2人/㏊

DID区域外
7.0人/㏊

DID区域外
31.6人/㏊

DID区域外
26.7人/㏊

Ⅱ.公共交通の
利便性が高い

●1日平均乗降客
数が 3,000人以上
の鉄道駅があるか

なし
(166人/日)

なし
(鉄道駅なし)

あり
(3,858人/日)

なし
(972人/日)

なし
(298人/日)

なし
(1,156人/日)

なし
(鉄道駅なし)

●ピーク時運行本
数が片道 3本/h以
上のバス停があるか

あり
(2箇所) なし あり

(4箇所)
あり
(1箇所) なし あり

(2箇所)
あり
(1箇所)

Ⅲ.都市機能の
集積度が高い

●3種類以上の都
市機能があるか

あり
(8機能/9機能中)

あり
(6機能/9機能中)

あり
(7機能/9機能中)

あり
(7機能/9機能中)

あり
(4機能/9機能中)

あり
(7機能/9機能中)

あり
(6機能/9機能中)

3．バリアフリー基本構想の策定地区の選定

移動等円滑化促進地区の比較（ ⑧～⑭）:バリアフリー基本構想策定地区の選定案

• 「鳥取大学前駅・湖山駅周辺地区」も３つの視点を満たしていることから、２地区目として選定。
• 残りの地区についても、2地区の基本構想を策定後、順次、進めていく。

資料：第2回鳥取市移動円滑化協議会（令和4年2月）



6．生活関連施設の選定案（鳥取駅・城跡周辺地区）


